
ヒト血清γグロブリン画分（40 mg/ml）の 150μl をAb-Capcher 50μl と反応させたのちに、
pH 3.5 または pH 2.8 の buffer で溶出し、2 bed vol 毎に分画・中和した。

Ab-Capcherに結合したヒトIgG の溶出は pH 3.5 では pH 2.8 に比べて遅れる傾向にあった。
プールしたところ、pH 3.5 溶出画分で68.4 mg/ml gel、pH 2.8 溶出の場合で70.5 mg/ml のヒ
トIgG を回収した。すなわち、pH 3.5 の条件で pH 2.8 の97%に相当するIgGを回収することが
できた。
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精製の流れ
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Ab-Capcher を用いた
ヒトIgG精製時の溶出条件検討
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